
阿智村事務事業評価シート
担当者 協働活動推進課 広報係

①事務事業の概要

Ｓ31 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

印刷製本費 1,755

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 1,657 1,598 1,755 1,865 1,865

うち一般財源 1,657 1,598 1,755 1,865 1,865
うち補助金
うち個人負担

正規職員 1 1 1 1 1
臨時職員 1 1 1 1 1

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 b

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

情報量やパターン化による見易さ、紙質などから
削減が難しい
校正等をしっかり行い、読者に伝わる記事をめざ
している

歳出の
内訳
(千円)

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

広報発行事業

総合計画での位置づけ
関連する主な計画等

実績・効果

(人)
従事職員

根拠法

村内全世帯及び村関係者

実施目的 広報発行を通じて情報公開を行い、情報の共有化を進める。

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組

判定理由
多くの村民に読まれている。広報説明では、多く
の住民の意見や要望が多く寄せられている。

広報内容の周知のため広報説明会を実施

・広報あちの発行
　　年４回（4月・7月・10月・１月）　発行部数2,800冊
・お知らせ版広報あちの発行
　　年１２回（毎月）　発行部数2,500冊
・広報説明会の開催
　広報あちの発行に併せ各部落担当者が部落へ出向き説明会を実施。
　説明会では、広報の内容だけでなく、村政全般の意見や要望なども寄せられる。

5．持続可能な村、住民が主体の村／協働の推進／住民主体の協働の村

B

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

今後の取り組み 研修会など利用して役場内の文章表現の統一を図りたい。

見やすい読みやすいデザインやレイアウトなどの構成の研究を図る。また、住民に情報を伝えるとい
う一方通行になりがちで、適切な文章表現やレイアウト・文字の大きさであるか随時検証が必要。役
場内で文章や表現に偏りがみられ、統一していく必要がある。

A

無

部落単位で広報内容の説明を行い、情報公開が図られてきている

コストの削減に努めたか

B

期待された効果が得られ
たか

事業の方向性

効率性を高める工夫はさ
れたか

総合評価

課題

住民のニーズは高いか

妥当である

対象者の設定は妥当か 妥当である

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


